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山梨県★出身隊員の紹介（一般曹候補生）

自
衛
隊
に
は
、
入
隊
の
仕
方
か
ら
入

隊
後
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
、
そ
し
て
退
職

に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
「
一
般
幹

部
候
補
生
」
及
び
「
一
般
曹
候
補
生
」

で
入
隊
し
た
県
出
身
隊
員
の
声
で
、
自

衛
隊
の
仕
事
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

舞
鶴
造
修
補
給
所

２
等
海
尉

佐
藤

開
（
山
梨
学
院
大
学
卒
）

私
は
舞
鶴
造
修
補
給
所
に
所
属
し
て

お
り
、
艦
艇
へ
補
給
す
る
食
料
品
、
燃

料
及
び
各
種
物
品
等
の
管
理
・
統
制
業

務
と
艦
艇
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
装
備
品

の
検
査
・
修
理
の
監
督
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

私
は
、
艦
艇
に
搭
載
さ
れ
た
装
備
品

に
関
わ
る
検
査
・
修
理
を
適
切
な
実
施

を
指
導
す
る
監
督
官
と
い
う
業
務
に
つ

い
て
い
ま
す
。
艦
艇
は
年
に
１
度
実
施

す
る
検
査
・
修
理
工
事
と
５
年
に
１
度

実
施
す
る
大
規
模
な
検
査
・
修
理
工
事

を
行
っ
て
お
り
、
監
督
官
と
し
て
担
当

す
る
艦
艇
の
工
事
の
実
施
項
目
を
乗
員

及
び
民
間
業
者
と
調
整
し
て
仕
様
書
を

作
成
し
ま
す
。
工
事
が
始
ま
る
と
、
作

業
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
の
確

認
や
試
験
の
立
会
い
等
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
稼
働
中
の
艦
艇
で
故
障
が
発

生
し
た
場
合
は
、
乗
員
に
よ
る
修
理
や

民
間
業
者
に
よ
る
修
理
の
役
務
を
立
ち

上
げ
る
た
め
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

検
査
・
修
理
工
事
の
適
切
な
実
施
を

監
督
す
る
こ
と
や
、
発
生
し
た
故
障
を

早
期
に
復
旧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
我

が
国
の
安
全
と
平
和
に
微
力
な
が
ら
貢

献
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
や

り
が
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
方
の

中
に
は
、
体
力
に
自
信
の
な
い
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
入
隊
し

て
し
ま
え
ば
自
然
と
体
力
は
つ
い
て
く

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
気
に
す
る
こ
と

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
忙
し
く
大
変
な

時
も
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も
や
り
が
い

が
あ
る
仕
事
で
す
。

第
８
航
空
団
整
備
補
給
群
本
部

３
等
空
曹

西
海

詩
乃

（
大
原
ス
ポ
ー
ツ
公
務
員
専
門
学
校
）

私
は
、
平
成
30
年
に
一
般
空
曹
候
補

生
第
11
期
と
し
て
航
空
自
衛
隊
に
入
隊

し
、
現
在
は
、
築
城
基
地
に
所
属
し
て

い
ま
す
。

私
の
職
種
は
車
両
整
備
で
、
基
地

内
全
て
の
車
両
を
整
備
し
、
縁
の
下
の

力
持
ち
と
し
て
基
地
業
務
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
庶
務
係
と
し
て
総

務
業
務
を
実
施
し
て
お
り
、
隊
員
が
他

基
地
へ
行
く
際
の
食
事
や
宿
泊
の
調
整

を
し
て
い
ま
す
。

壊
れ
た
車
を
自
分
の
手
で
直
し
た
時

や
、
自
分
の
企
画
し
た
行
事
が
成
功
し

た
時
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

自
衛
隊
の
魅
力
は
、
職
種
が
多
い
こ

と
で
す
。
自
分
に
合
っ
た
職
種
が
き
っ

と
見
つ
か
り
ま
す
。

私
は
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
何
事
に

対
し
て
も
前
向
き
に
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
最
初
か
ら
全
て
で
き
る
人

は
い
ま
せ
ん
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

れ
ば
先
輩
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

自
衛
隊
の
魅
力
に
触
れ
る
た
め
に
自
衛

隊
の
行
事
な
ど
に
参
加
し
て
み
る
と
良

い
と
思
い
ま
す
。
今
こ
の
文
章
を
読
ん

で
い
る
あ
な
た
が
将
来
の
後
輩
に
な
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

１
月
14
日
（
金
）
令
和
３
年
度
本
部

長
感
謝
状
贈
呈
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
十
分
に
講
じ
た
上
で
、
日
頃
、
地
本

の
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

個
人
及
び
企
業
の
皆
様
に
対
し
、
本
部

長
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
受
贈
者
の
方
々

か
ら
も
喜
び
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
も
任
務
完
遂
に
向
け
邁
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
か

ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
感
謝
状
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
方
々

【
一
般
功
労
の
部
】

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
協
力
会
副

会
長

近
藤
克
彦
様
、
自
衛
隊
山
梨
地

方
協
力
本
部
Ｏ
Ｂ
会

佐
藤
七
郎
様

【
募
集
功
労
の
部
】

株
式
会
社
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
山
梨
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
様
、
鶴
田
晃
様
、
羽
中
田
康

司
様
、
高
石
文
彦
様
、
坂
本
君
子
様
、

博
眞
館
様
、
株
式
会
社
ス
キ
ル
Ｆ
様
、

大
森
豊
海
様
、
佐
藤
洋
様
、
都
留
市
自

衛
隊
協
力
会
様

【
就
職
援
護
功
労
の
部
】

有
限
会
社
森
沢
運
送
様

【
予
備
自
衛
官
等
功
労
の
部
】

株
式
会
社
大
伴
リ
ゾ
ー
ト
様
、
山
梨
名

鉄
運
輸
株
式
会
社
様
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海
上
自
衛
隊
は
、
周
囲
を
海
に
囲
ま

れ
た
我
が
国
に
と
っ
て
の
生
命
線
で
あ

る
、
海
洋
の
自
由
で
安
全
な
利
用
を
守

る
た
め
日
々
、
警
戒
監
視
や
訓
練
等
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
任
務
と
し
て
は
、

水
中
航
走
体
に
よ
る
機
雷
の
処
分
も
あ

り
、
そ
の
任
務
に
あ
た
る
隊
員
と
し
て

は
、
水
中
処
分
員
が
い
ま
す
。
今
回
は
、

水
中
航
走
体
の
一
つ
で
あ
る
、
水
中
航

走
式
機
雷
掃
討
具
Ｓ-

１
０
・
１
型
を

紹
介
し
ま
す
。

水
中
航
走
式
機
雷
掃
討
具
Ｓ-

１
０
・

１
型
は
、
わ
が
国
独
自
開
発
に
よ
る
水

中
航
走
式
機
雷
掃
討
具
で
す
。
掃
海
艇

の
進
行
方
向
の
目
標
を
捜
索
、
探
知
し
、

処
分
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
な
お
、

係
維
機
雷
に
対
し
て
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
を

カ
ッ
タ
ー
で
切
断
し
、
沈
底
機
雷
に
対

し
て
は
、
爆
薬
を
仕
掛
け
て
処
分
す
る

能
力
を
持
ち
ま
す
。

年
末
年
始
に
県
内
各
地
に
お
い
て

広
報
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

12
月
18
日
（
土
）
に
、
河
口
湖
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
に
お
い

て
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
ク

リ
ス
マ
ス
の
買
い
物
な
ど
で
、
来
場

さ
れ
た
方
々
に
自
衛
隊
に
ち
な
ん
だ

グ
ッ
ズ
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
山
梨
地
本
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ふ
じ
く
ん
」
、

「
か
え
で
ち
ゃ
ん
」
入
り
の
シ
リ
ー

ズ
化
さ
れ
た
缶
バ
ッ
チ
は
、
小
さ
い

お
子
様
を
中
心
に
好
評
を
博
し
、
予

定
時
間
よ
り
も
早
く
広
報
活
動
を
終

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

年
が
明
け
た
１
月
８
日
（
土
）
に

は
、
甲
府
駅
及
び
甲
府
中
央
商
店
街

に
お
い
て
広
報
物
の
配
布
を
実
施
し

ま
し
た
。
年
始
に
ち
な
ん
で
、
自
衛

隊
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
た
他
、
採

用
試
験
に
つ
い
て
紹
介
し
た
チ
ラ
シ

入
り
の
マ
ス
ク
を
配
布
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
７
日
（
金
）
か
ら
14

日
（
金
）
の
間
、
甲
府
駅
北
口
ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
と
イ
オ
ン
モ
ー

ル
甲
府
昭
和
に
お
い
て
パ
ネ
ル
展
も

実
施
し
、
海
上
自
衛
隊
と
航
空
自
衛

隊
の
職
種
に
つ
い
て
紹
介
を
行
い
ま

し
た
。

山
梨
地
本
は
、
２
月
も
県
内
で
広

報
活
動
を
計
画
し
て
お
り
、
23
日

（
水
）
に
は
、
ラ
ザ
ウ
ォ
ー
ク
甲
斐

双
葉
に
て
広
報
活
動
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
グ
ッ
ズ
配
布
も
行
う
予
定
で

す
の
で
隊
員
を
見
か
け
た
ら
、
気
軽

に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

採用予定者に対する部隊見学

来
春
自
衛
隊
入
隊
を
予
定
し
て

い
る
方
を
対
象
に
入
隊
前
の
不
安

を
払
拭
し
、
入
隊
意
欲
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
、
大
学
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
を
対
象
に
自

衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
陸
海
空
駐
屯
地
・
基

地
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回

は
そ
の
時
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
見
学
は
、
12
月
10

日
（
金
）
及
び
11
日
（
土
）
に
、

採
用
予
定
者
16
名
の
方
に
対
し
北

富
士
駐
屯
地
に
お
い
て
実
施
し
ま

し
た
。
見
学
で
は
、
災
害
派
遣
の

時
に
使
用
す
る
人
命
救
助
シ
ス
テ

ム
の
展
示
・
説
明
や
火
砲
の
実
弾

射
撃
後
の
整
備
の
状
況
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。

海
上
自
衛
隊
見
学
は
、
12
月
13

日
（
月
）
に
採
用
予
定
者
３
名
の

方
に
対
し
横
須
賀
基
地
に
お
い
て

実
施
し
ま
し
た
。
見
学
で
は
、
曳

船
に
よ
る
港
内
ク
ル
ー
ズ
や
岸
壁

に
停
泊
し
て
い
る
護
衛
艦
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。

航
空
自
衛
隊
見
学
は
、
12
月
20

（
月
）
に
、
採
用
予
定
者
５
名
及

び
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員

３
名
の
方
々
に
対
し
入
間
基
地
に

お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
見
学
で

は
、
消
防
小
隊
の
活
動
状
況
や
消

火
活
動
に
必
要
な
車
両
の
見
学
、

警
備
隊
の
警
備
犬
管
理
班
の
警
備

犬
と
ハ
ン
ド
ラ
ー
（
警
備
犬
を
訓

練
す
る
隊
員
）
の
訓
練
の
様
子
を

見
学
し
、
そ
の
後
、
第
２
航
空
輸

送
隊
に
お
い
て
輸
送
機
の
見
学
、

最
後
は
高
射
隊
の
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト

発
射
機
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、

陸
海
空
と
も
に
隊
員
と
の
懇
談
も

行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
職
種

に
お
け
る
や
り
が
い
」
や
「
勤
務

す
る
中
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
何

で
す
か
」
と
い
っ
た
活
発
な
質
問

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

見
学
を
終
え
た
採
用
予
定
者
の

方
か
ら
は
、
「
前
回
参
加
し
た
時

と
は
違
う
内
容
で
、
自
衛
隊
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
」
と
い
う
、

声
が
聞
か
れ
、
ま
た
、
大
学
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
の
方
か
ら
は

「
自
衛
隊
の
幅
広
い
職
域
を
知
る

良
い
機
会
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
制

約
を
受
け
る
中
、
感
染
対
策
を
万

全
に
行
い
、
採
用
予
定
者
の
方
々

に
対
し
入
隊
後
の
生
活
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
が
で
き
、
、
入
隊
後

に
直
接
役
立
つ
部
隊
研
修
を
計
画

し
て
い
き
ま
す
。

装備品紹介（水中航走式機雷掃討具Ｓ-１０・１型）

年
末
年
始
に
広
報
活
動
実
施


